
 

 
 

 
子どもの頃の夜尿が、 
その後の人生に与える影響についての新しい知見 
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第41回年次国際禁制学会（International Continence Society, ICS 2011）にて、小児期の夜尿が、将来の

夜間頻尿（臨床的にいえば、夜に１回以上トイレに行くことになる症状）、また成人期の夜尿が起こる可

能性の指標になるのではという、新しいデータの発表１がありました。  

 

この新しい調査は、夜間頻尿と小児期の夜尿歴の間に何か関連性がないかを調べるために、ドイツの

調査グループによって実施されたものです。  

 

1,201人の成人からのアンケート回答が得られ、内訳は、現在夜間頻尿である群（53.4％）、成人期になっ

ても夜尿がある群（18.1％）、とコントロール群（28.5％）です。 

 

コントロール群と比較すると、小児期に夜尿があることは、成人期になっても夜尿が起こることへの強い

指標になる(p<0.0001; オッズ比 9.841)ことが示唆されました。また小児期の夜尿は、年配になった時に

夜間頻尿になる指標にもなることが示唆されました(p=0.0747; オッズ比 1.351)。 

これらの結果は、小児期の夜尿に対する治療の必要性を喚起し、治療をすれば、ただ単に成人期にな

っても夜尿が起こる患者数を減らすだけでなく、年配になって夜間頻尿になる人数も減らすことになるこ

とを意味しています。  

 

夜尿というのは、子どもたちの一般的な健康と生活の質に悪影響を及ぼし、もし治療しないで放置され

れば、大人になっても治らない状態が続くこともあります。何も治療しないでおくと、少なくとも１０人にひ

とりの子どもは一生ずっと夜尿をするといわれています２。確かに今回のこの新しい結果でも、約18％の

方が大人になっても夜尿をしていることが示唆されました１。 

 

小児期の夜尿を治療しないで放置することは、小児の精神的健康にも負の影響を与え、社会性発育に

も問題を起こすことでしょう３。  

 

欧州全体で、５００万人以上の子どもに夜尿が起こっていると推定されています４。
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英国では、ぜんそくの次に多い小児の慢性疾患であり、５～１６歳の間で50万人以上が罹患しています５。

よって、このデータは、大人になってまでも夜尿が続いたり、夜間頻尿になるとの状況から、際立つ警告を

だしていると理解できます。 

 

これらの発見の重要性は、今年のICSで発表された、さらなる調査結果によって裏付けされています。ボス

トン地域共同体での健康調査（ The Boston Area Community Health Survey ）で、5,503 人の大人に、夜間

頻尿の生活の質に対する影響を調べたものです６。 

 

この調査では、夜間頻尿が、高血圧、糖尿病、関節炎などの他の慢性疾患と匹敵する影響度を持ってい

ることが明らかになりました。また、夜間の頻回トイレに行くことが、特に若めの男女で、うつ状態になる可

能性を顕著に高めていることが示されました。 

 

“多くの親にとって、自分の子どもたちが夏休みを終え学校に戻る準備をしている時、夜尿は多々気になる

ことである。本当に重要で覚えておかなければいけない点は、ほとんどのケースで夜尿は治療することが

できるということ、また、この夜尿は子どもに非があるわけではないということです。夜尿を抱える自分の子

どもを助け、また将来起こるであろう問題点を防ぐためには、まず子どもの掛かりつけ医にこの問題につ

いて相談することである。” ドイツ夜尿症学会のダニエラ・マーシャル-キーレル医師（Dr. Daniela 

Marschall-Kehrel, German Enuresis Academy）は言います。“そしてこのデータが示唆するように、子どもの

一般的にいう健康状態のためだけでなく、将来の健康問題の可能性を下げる視点からも、子どもの夜尿

の治療を求めることは非常に重要である。” 

 

夜尿とは、５歳より上の子どもで、中枢性神経系に何の問題がないのに、睡眠中の不随意な尿失禁が見

られることをいいます７。普遍的で、世界中どこでも似た罹患率の疾病です７。   

 

夜尿は、女の子より男の子の方に多く、もし治療されないでいると、7 歳児の 16％に見られます７。思い違

いがあるのは、子どもたちが育つにつれ自然に夜尿はなくなっていくと思われているが、一方実際は大人

になっても夜尿があるデータがあることです。香港での調査だと、40 歳の 2.5%は未だ夜尿症を患っており、

そのうち 50％より多くの方は週に 3 回以上の夜尿をしているとのこと８。 今回の調査データは、夜尿治療

の重要性を示すさらなる根拠となるでしょう１。 

 

多くの親は、一般的に見られる症状でありながら、夜尿に対する認識と理解がありません。 

ほぼ半分の親はその問題を無視し、また約３分の１の親は、自分の子どもが週に 5 回以上も夜尿を起こす

まで、何もしないでいます９。さらに、80％の親は、子どもの夜尿の原因がストレスと心配事であるとの間違

った考えを信じています９。 

 

現実には、大部分の夜尿は、効果的に、そして二度と起こらないように治療することができる疾病なので

す。 
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